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去
る
二
月
二
十
七
日
、
商
工
会

長
会
議
・
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
が
、

三
十
名
の
商
工
会
長
等
参
加
の
も

と
、ホ
テ
ル
白
萩
に
て
開
催
さ
れ
た
。

商
工
会
長
会
議
で
は
①
令
和
八

年
度
事
業
計
画
（
案
）
骨
子
に
つ

い
て
、
②
令
和
七
年
度
商
工
会
等

職
員
の
定
数
管
理
の
状
況
に
つ
い

て
、
③
令
和
八
年
四
月
一
日
付
採

用
職
員
の
採
用
活
動
状
況
に
つ
い

て
、
④
商
工
会
等
職
員
の
再
雇
用

延
長
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
⑤

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
「
生
産
性
向
上

支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
審
議

と
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

商
工
会
長
会

議
終
了
後
、
商

工
会
長
セ
ミ

ナ
ー
、
県
議
会

議
員
と
商
工
会

長
と
の
懇
談
会

が
宮
城
県
議
会

自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
商
工

議
員
連
盟
の
先

生
方
二
十
八
名

と
商
工
会
長
等

三
十
名
出
席
の

も
と
同
会
場
に
て
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
懇
談
会
で

は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
苧
野
恭

成
総
括
参
与
よ
り
、「
商
工
会
を
取

巻
く
環
境
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
令
和
七
年
が
昭
和

百
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

時
代
の
主
な
出
来
事
や
中
小
企
業

政
策
等
を
振
り
返
り
つ
つ
、
今
後

の
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り
や

国
内
政
治
動
向
及
び
大
規
模
自
然

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
る
と
と
も
に
、
総
合
経
済
対
策

や
小
規
模
事
業
対
策
推
進
等
の
事

業
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

商
工
会
長
会
議
・
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
、

商
工
会
長
会
議
・
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
、

宮
城
県
議
会
議
員
と

宮
城
県
議
会
議
員
と

商
工
会
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

商
工
会
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
強
化

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
強
化

令
和
八
年
度
事
業
計
画
を
承
認

令
和
八
年
度
事
業
計
画
を
承
認

︱
令
和
七
年
度
臨
時
総
会
︱

︱
令
和
七
年
度
臨
時
総
会
︱

援
を
展
開
す
る
『
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
・
生
産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
』

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
全
国
商

工
会
連
合
会
の
『
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
派
遣
事
業
』
を
導
入
し
、
経

営
支
援
体
制
の
一
層
の
強
化
に
取

り
組
み
、
地
域
経
済
の
振
興
発
展

に
寄
与
す
る
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
て
参
り
た
い
。」
と
挨
拶
し

た
。続

い
て
、
議
長
に
玉
造
商
工
会　

舘
股
秀
隆
会
長
を
選
出
し
議
事
に

入
っ
た
。

第
三
号
議
案
の
令
和

八
年
度
事
業
計
画
で
は
、

「
地
域
の
未
来
を
つ
く
る

中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
伴
走
型
支
援
の
強
化
」

を
最
重
点
項
目
と
し
、
急

速
に
変
化
す
る
事
業
環

境
に
対
応
す
る
た
め
の

支
援
な
ど
、
七
つ
の
重
点

項
目
を
掲
げ
た
事
業
計

画
案
が
承
認
さ
れ
た
。

尚
、
本
総
会
で
提
出
さ

れ
た
八
議
案
は
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

●
令
和
八
年
度事

業
計
画
重
点
事
業

一　

地
域
の
未
来
を
つ
く
る
中

小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

伴
走
型
支
援
の
強
化

二　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
の
推
進
と
災
害
復
興
へ

の
継
続
的
支
援

三　

地
域
経
済
の
持
続
的
発
展

を
促
す
経
営
環
境
整
備
の

推
進

四　

商
工
会
支
援
機
能
の
強
化

と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

五　

人
財
育
成
の
推
進

六　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

販
路
開
拓
の
支
援
と
地
域

経
済
活
性
化
の
推
進

七　

意
見
活
動
の
積
極
的
展
開

去
る
三
月
二
十
四
日
、
令
和
七

年
度
臨
時
総
会
が
ホ
テ
ル
白
萩
に

て
開
催
さ
れ
た
。

齋
藤
会
長
は
開
会
に
あ
た
り
、

「
中
東
情
勢
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
複

合
的
な
コ
ス
ト
圧
力
に
よ
り
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

令
和
八
年
度
に
お
い
て
は
、
事
業

の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
個
別
支

援
体
制
の
強
化
を
図
り
、
現
場
訪

問
型
の
生
産
性
向
上
・
省
力
化
支

講演の様子

挨拶する齋藤会長

平成26年度に制定された改正小規模支援法
に基づき、小規模事業者の事業の持続的発展
を支援するため、経営計画の策定やその着実
な実施、販路開拓の取組等に対し、事業者に
寄り添って支援するための経営発達支援計画
を市町村と共同で策定し、国が認定・公表す
ることになっております。
3月25日公表の第13回認定では下記11商工

会が認定されました。
◆認定された商工会
　丸森町、みやぎ仙台、多賀城・七ヶ浜、くろかわ、
　遠田、栗原市内４商工会（栗原南部、若柳金成、
　栗駒鶯沢、一迫花山）みやぎ北上、東松島市
認定された計画は、中小企業庁HPから見ることがで
きます。

商工会「経営発達支援計画」
認定状況

11商工会・８計画が認定されました！
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松
島
町
は
、
日
本
三
景
の
一
つ

と
し
て
知
ら
れ
、
年
間
を
通
じ
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
は
交
通
網
の

発
達
な
ど
に
よ
り
滞
在
時
間
が
短

く
な
り
、
宿
泊
者
数
が
減
少
す
る

な
ど
、「
通
過
型
観
光
か
ら
の
脱

却
」
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

利
府
松
島
商
工
会
で
は
、
こ
の

現
状
を
打
開
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
む
観
光
客
の
町
内
周
遊
を
促

進
し
て
「
一
日
で
は
楽
し
み
切

れ
な
い
松
島
」
を
実
現
す
る
た

め
、
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
地

域
資
源
と
し
て
捉
え
た
体
験
型
観

光「
松
島
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
」

の
創
出
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

事
業
推
進
に
あ
た
り
、商
工
業
、

農
林
漁
業
、
行
政
、
教
育
、
神
社

仏
閣
な
ど
の
代
表
者
に
よ
る
「
松

島
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
検
討
委

員
会
」
と
実
務
を
担
う
「
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
包

括
的
な
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
内
外
の
観
光
客
約

二
百
名
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
具
体
的
な

ニ
ー
ズ
や
予
算
感
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
町
内
の
神
社
仏
閣
、
レ

ジ
ャ
ー
施
設
、
農
林
漁
業
資
源
の

洗
い
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
の
収
穫

体
験
、
竹
の
炭
焼
き
、
牡
蠣
棚
見

学
、
寺
社
で
の
座
禅
・
写
経
体
験

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
魅
力
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
案
を
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

本
事
業
に
よ
り
、
令
和
八
年
度

か
ら
の
三
年
間
で
、
町
内
の
四
産

業
（
漁
業
、
農
業
、
林
業
、
文
化
・

観
光
）
す
べ
て
に
お
い
て
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
創
出
す
る
と
い
う
明
確

な
目
標
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
観
光
客
と
提
供
事
業

者
を
つ
な
ぐ
「
実
施
主
体
」
と
し

て
適
切
な
民
間
事
業
者
を
選
定

し
、
予
約
管
理
や
決
済
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
検
証
結
果
を
踏

ま
え
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
て
内
容
や
価
格
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
松
島
町
な

ら
で
は
の
持
続
性
の
高
い
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

き
る
顧
客
の
「
心
身
の
再
生
」
を

目
的
と
し
た
空
間
設
計
を
具
体
化

し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
約
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
廊
下
を
「
発
見
と
感

動
が
連
鎖
す
る
花
道
」
と
し
て
位

置
づ
け
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸

造
や
製
造
の
プ
ロ
セ
ス
を
可
視
化

す
る
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
形
式

の
店
舗
案
と
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
業
用
資
材
を
活
用

し
た
、
低
コ
ス
ト
で
高
品
質
な
Ｄ

Ｉ
Ｙ
サ
イ
ン
計
画
や
没
入
感
を
高

め
る
外
壁
カ
ラ
ー
演
出
な
ど
、
既

存
校
舎
の
魅
力
を
活
か
し
な
が
ら

「
洗
練
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
」
を
表

現
す
る
工
夫
を
随
所
に
盛
り
込
み

ま
し
た
。

本
事
業
を
通
じ
て
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
、
ス
イ
ー
ツ
、
苔
（
コ
ケ
）

テ
ラ
リ
ウ
ム
な
ど
の
事
業
参
画
者

に
対
し
、
新
た
な
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
二
階
・
三
階
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
創
業
支
援
室
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
学
生

が
「
教
育
・
生
産
・
販
売
」
を
一

体
的
に
循
環
さ
せ
な
が
ら
起
業
・

定
住
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、
継

続
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
元
町
は
「
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
人
口
が
約

三
割
減
少
す
る
な
ど
、
地
域
経
済

の
維
持
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
亘
理
山
元
商
工
会
で
は
、
閉

校
と
な
っ
た
山
元
町
立
坂
元
中
学

校
の
跡
地
を
、
観
光
客
と
地
元
住

民
が
共
に
楽
し
め
る
持
続
可
能
な

地
域
活
性
化
モ
デ
ル
の
拠
点
と
し

て
再
生
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
観

光
拠
点
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。

事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
「
坂

元
中
跡
地
活
性
化
委
員
会
」
を
設

置
し
、
計
五
回
の
会
議
を
通
じ
て

戦
略
の
絞
り
込
み
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
先
行
事
業
者
が
内
定

し
て
い
る
一
階
部
分
を
「
成
功
モ

デ
ル
」
と
位
置
づ
け
、
最
優
先
で

具
現
化
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。
単
な
る
教
室
の
活
用
に
と
ど

ま
ら
ず
、
町
の
気
候
や
風
土
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
活
か
し
た
独

自
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
癒
し
の
物
語
」

を
策
定
し
、
ス
ト
レ
ス
社
会
に
生

令
和
七
年
度
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

廃
校
利
活
用
に
よ
る「
癒
し
の
物
語
」の
創
出

～
地
域
活
性
化
に
向
け
た
観
光
拠
点
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
～

―
亘
理
山
元
商
工
会
―

松島オプショナルツアー検討員会

坂元中跡地活性化委員会

令
和
七
年
度
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

「
一
日
で
は
楽
し
み
切
れ
な
い
松
島
」の
実
現
に
向
け
て

～
体
験
型
観
光「
松
島
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
」の
創
出
～

―
利
府
松
島
商
工
会
―
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【
創
業
の
き
っ
か
け
】

当
店
は
、
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
平
成
二
十
五
年
一

月
、
角
田
市
に
て
洋
風
レ
ス
ト
ラ

ン
と
し
て
開
業
い
た
し
ま
し
た
。 

震
災
前
は
仙
台
市
の
Ｓ
Ｓ
３
０
最

上
階
で
飲
食
店
を
経
営
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
っ
て
家
や

お
店
、
家
族
、
友
人
を
失
っ
た
多

く
の
方
々
の
姿
を
ニ
ュ
ー
ス
で
目

に
し
、
私
自
身
の
心
境
に
も
大
き

な
変
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

私
は
、
復
興
住
宅
の
高
齢
者
が
、

地
元
か
ら
離
れ
た
子
ど
も
の
家
へ

移
っ
て
も
、
再
び
戻
っ
て
く
る
状

況
を
不
思
議
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

私
な
り
に
「
故
郷
を
離
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
を
理
解
し
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
環
境
に
身
を
置

く
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
だ
か

ら
こ
そ
、
地
元
に
戻
っ
て
く
る
。」

と
考
え
ま
し
た
。

当
時
八
十
歳
だ
っ
た
母
と
も

「
地
元
で
人
生
の
最
期
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
こ
そ
が
安
心
で
き
る
幸

せ
。」
と
話
し
合
い
、
両
親
も
か

つ
て
角
田
市
で
飲
食
店
を
経
営
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
私
と
母
の
故

郷
で
あ
る
角
田
市
で
、
新
し
い
風

を
吹
き
込
む
と
い
う
思
い
を
込

め
、「
母
里
の
風
」
を
オ
ー
プ
ン

い
た
し
ま
し
た
。

【
商
工
会
と
の
関
わ
り
】

知
り
合
い
か
ら
の
誘
い
で
角
田

市
商
工
会
に
加
入
し
ま
し
た
。
初

め
は
事
業
に
は
参
加
し
て
い
た
も

の
の
、
経
営
相
談
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

商
工
会
の
職
員
さ
ん
と
雑
談
を
交

わ
す
う
ち
に
、
商
工
会
の
役
割
や

存
在
意
義
を
理
解
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
職
員
さ
ん
が
定

期
的
に
訪
問
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
な
り
、
日
常
会
話
の
中
で
様
々

な
提
案
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、「
労
働
保
険

料
が
高
い
」と
相
談
し
た
際
に
は
、

す
ぐ
に
原
因
を
調
べ
て
い
た
だ

き
、
商
工
会
の
事
務
委
託
へ
の
変

更
を
勧
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰

で
利
益
が
減
少
し
て
い
た
時
期
に

は
、
設
備
更
新
の
際
に
「
宮
城
県

中
小
企
業
等
再
起
支
援
事
業
補
助

金
」
を
提
案
し
て
く
だ
さ
り
、
計

画
書
の
作
成
か
ら
申
請
支
援
ま
で

丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
経
験
が
経
営
改
善
の
き
っ

か
け
と
な
り
、
自
社
分
析
に
も
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
商
工
会
は
気
軽
に
頼

れ
る
「
困
り
事
相
談
所
」
の
よ
う

な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

現
在
は
商
工
会
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
価
格
改
定
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

お
客
様
の
満
足
度
を

損
な
わ
な
い
よ
う
、
メ
ニ
ュ
ー
表

の
見
直
し
や
価
格
設
定
に
つ
い
て

商
工
会
の
職
員
の
方
に
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
安
定
し
た
売
上

と
利
益
の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
資
金
繰
り

の
不
安
を
減
ら
し
、
安
心
し
て
営

業
を
続
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。

私
の
経
営
理
念
で
あ
る
「
い
ら

し
て
頂
い
た
限
り
は
お
腹
い
っ
ぱ
い

に
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
洋

定
食
を
提
供
し
、
変
わ
ら
な
い
味
と

温
か
い
接
客
で
皆
様
を
お
迎
え
い
た

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
の
笑
顔

や
「
美
味
し
か
っ
た
。」
と
い
う
声

を
励
み
に
、
心
を
込
め
た
料
理
を

届
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 人気メニューのトンテキ

落ち着いた雰囲気の店内

元気な事業所紹介

『いらして頂いた限りはお腹いっぱいに！』
　　　　　　　  原点回帰で母なる里の新風
～故郷で刻む歩み。変わらぬ味とボリュームで、地域に笑顔を～
母

も り

里の風　代表　髙松　志津子　氏
所在地：〒981-1505 宮城県角田市角田字旭町33-3　TEL：0224-63-5005　URL https://r.goope.jp/morinokaze/

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

その他の共済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

(地震・水害等の被災時の事業継続を支援)

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ

火災共済+
（あなたの財産を守る）

自動車共済

【ホームページ】
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「
残
業
が
減
ら
ず
、
人
が
定
着

し
な
い
」

「
本
当
は
見
直
し
た
い
が
、
手

作
業
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
」「忙

し
さ
に
追
わ
れ
、
改
善
に

手
を
付
け
ら
れ
な
い
」

・
・
・
こ
の
よ
う
な
お
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

四
月
一
日
、
宮
城
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
内
に
「
生
産
性
向
上
支
援

セ
ン
タ
ー
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
人
手
不
足
な
ど

の
課
題
に
直
面
す
る
中
小
企
業
等

の
皆
様
が
、
ム
リ
な
く
”
成
果
が

出
る
”
生
産
性
向
上
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
国
が
設
置
し
た
組
織
で

す
。

■�

プ
ロ
が
「
現
場
」
へ
伺
い
、
徹

底
伴
走
！

当
セ
ン
タ
ー
は
、
業
務
の
最
適

化
、
効
率
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、

生
産
性
向
上
に
向
け
た
、
徹
底
し

た
伴
走
支
援
を
行
い
ま
す
。

生
産
性
向
上
に
関
す
る
知
識
・

経
験
が
豊
富
な
「
プ
ロ
」
が
「
今

の
現
場
に
合
っ
た
」
次
の
一
歩
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。

ま
た
、
課
題
解
決
に
向
け
て
相

談
内
容
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
機

関
の
紹
介
や
、
課
題
に
対
応
し
た

支
援
機
関
の
相
互
連
携
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

■
無
料
で
複
数
回
の
現
場
訪
問

「
相
談
に
行
く
時
間
が
な
い
・・・
」

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
熱
意
を

持
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
が
何
度
で

も
、
無
料
で
、
生
産
性
向
上
が
定

着
す
る
ま
で
現
場
へ
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
用
命
く
だ

さ
い
。

統括サポーター　里舘智大

宮
城
県
生
産
性
向
上
支
援

セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
・
支
援
体
制
の
お
知
ら
せ

ス
ッ
キ
リ
働
き
、
し
っ
か
り
儲
け
る
お
手
伝
い

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
チ
ー

フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
佐
藤
で

す
。
今
年
度
か
ら
は
上
記
の
「
生

産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、
よ
り
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
既
存
の
宮
城
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
は
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
事
業
」
と
し
て
、
相
談
対

応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

価
格
転
嫁
に
人
手
不
足
、
Ｉ
Ｔ

や
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
ま
で
あ
ら
ゆ
る

経
営
相
談
は
、
当
拠
点
ま
で
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈お問い合せ〉
〒980-0011
仙台市青葉区上杉2丁目3－7
　　　　　　　K2　小田急ビル　7F
営業時間　平日　午前９時～午後５時
　　　　　土日・祝日休業
TEL 022－393－8044
　　 （宮城県よろず支援拠点サテライトオフィス）

・一緒に発見！カイゼンコース
・捨てる日！定着コース
・マニュアル作成支援コース
・省力化効果調べ隊
・ＩＥプロセスカイゼンＳＰコース

メニューは随時追加中！

支援メニュー例

【センターHP】
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▶ �消費税の令和 8年度改正について（インボイ
ス関係）

⑴ 3割特例の創設
インボイス発行事業者（個人事業者に限る）の令
和 9年分及び令和10年分の消費税については、納付
税額を売上税額（課税標準額に対する消費税額）の
3割とすることができることとなりました（ 3割特
例）。これに伴い、現行の2割特例は令和 8年分の消
費税までとなります。また、この3割特例は、免税事
業者（基準期間の課税売上高が1,000万円以下の事業
者）がインボイス発行事業者の登録を受けているこ
とが要件となります。
なお、この特例の適用を受ける場合、事前の届出
は不要ですが、確定申告書の所定欄にその旨の記載
をする必要があります。

⑵簡易課税制度選択届出書の提出期限の特例の見直し
2割特例・3割特例の適用を受けた翌課税期間に簡

易課税制度の適用を受けようとする場合は、その適用
を受けようとする課税期間の申告期限までに簡易課税
制度選択届出書を提出することで、その課税期間から
簡易課税制度の適用を受けることが可能となりました。
例えば、個人事業者が令和 9年分の消費税につき
3割特例を受けていた場合、令和10年分の消費税に
ついては申告期限である令和11年 3月31日までに届
出をすれば簡易課税制度を適用することができます。
⑶控除可能割合等の見直し
免税事業者などインボイス発行事業者以外の者か

ら行った課税仕入れにつき、その一定割合を控除で
きる経過措置について、適用期限を2年間延長した
上で、次のとおり控除可能割合が見直されました。
令和 8年10月から令和10年 9月まで：70%
令和10年10月から令和12年 9月まで：50%
令和12年10月から令和13年 9月まで：30%
なお、インボイス発行事業者以外の者からの課税
仕入れの合計額（税込み）が年間1億円（改正前：
10億円）を超える場合、その超えた部分の課税仕入
れについては適用できません。

宮城県商工会連合会顧問
霞友会計事務所　公認会計士・税理士
鈴　木　一　樹
北杜学園グループの理事長として、学校経営を行
いつつ、公認会計士として企業のコンサルティン
グを行う。また、公益社団法人全国経理教育協会
理事長をはじめ複数の要職も務める。

税金税金 あれこれあれこれ知っておくべき

経営のお困りごとは専門家に相談！
専門家派遣事業のご案内

各分野のスペシャリストが直接事業所にお伺いし、実情に即したアドバイスをいたします。
経営計画の策定、SNSを活用した販路開拓、就業規則等の見直し、事業承継など、経営で
お困りの方はお気軽に近くの商工会へ！

「（知っておくべき）税金あれこれ」
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商工会職員の人事異動のお知らせ

４月１日付で次の職員が異動になりました。新勤務地においても会員皆様のご指導ご支援をお願いいたします。

商工会名 役職名 氏名 前勤務地等
名 取 市 参 事 事 務 局 長 金　森　広　志 連 合 会

主 査 経営指導員 大　宮　　　匠 玉 造
主 事 事 務 職 員 相　澤　玖　実 角 田 市
主 事 事 務 職 員 佐　藤　由莉奈 新 規 採 用

岩 沼 市 主 査 事 務 職 員 西　村　茉　柚 利 府 松 島
角 田 市 主任主査 経営指導員 小　川　　　剛 亘 理 山 元

主 事 事 務 職 員 山　口　遥　香 丸 森 町
主 事 事 務 職 員 山　口　健　太 名 取 市

丸 森 町 主 事 事 務 職 員 青　木　加奈子 名 取 市
大 河 原 町 参 事 事 務 局 長 橋　浦　正　幸 名 取 市

主任主査 事 務 職 員 日　下　みちる 柴 田 町
主 事 事 務 職 員 桒　原　圭　吾 新 規 採 用

柴 田 町 主任主査 事 務 職 員 武　山　悦　子 大 河 原 町
亘 理 山 元 副 参 事 経営指導員 餅　　　祐　輝 遠 田

主 査 経営指導員 村　上　真　司 角 田 市
みやぎ仙台 主任主査 経営指導員 藤　井　明　華 多賀城・七ヶ浜

主 査 経営指導員 昆　野　頑　史 大 河 原 町
多賀城・七ヶ浜 主 幹 経営指導員 白　石　淳　弥 遠 田

主 事 事 務 職 員 長　峰　亜　弥 新 規 採 用
利 府 松 島 主 査 事 務 職 員 近　藤　瑶　子 連 合 会

主 事 事 務 職 員 齋　藤　太　雄 新 規 採 用
く ろ か わ 主任主査 経営指導員 本　間　由　美 若 柳 金 成

主 査 事 務 職 員 遠　藤　いづみ 遠 田
加 美 主任主査 事 務 職 員 大　友　みゆき く ろ か わ

商工会名 役職名 氏名 前勤務地等
玉 造 主 査 経営指導員 高　橋　　　幸 大 崎
大 崎 主 査 経営指導員 佐　藤　哲　二 みやぎ仙台

主 事 事 務 職 員 村　山　美　香 新 規 採 用
遠 田 主 幹 経営指導員 木　舟　真　一 利 府 松 島

主 査 経営指導員 西　舘　佳　祐 栗 原 南 部
主 査 経営指導員 菅　原　瑛　太 連 合 会
主 査 事 務 職 員 谷　村　亜　紀 大 崎

栗 原 南 部 主 査 経営指導員 谷　津　友　基 登 米 中 央
くりはら北 主 事 事 務 職 員 駿　河　　　澪 新 規 採 用
登 米 中 央 主 事 事 務 職 員 勝　又　亮　介 石巻かほく
みやぎ北上 参 事 経営指導員 小　泉　　　博 若 柳 金 成

主 事 事 務 職 員 佐　藤　由　依 新 規 採 用
東 松 島 市 主任主査 経営指導員 山　口　　　篤 みやぎ北上
石巻かほく 主 事 事 務 職 員 冨　樫　桜　夏 河 南 桃 生

主 事 事 務 職 員 大　畑　城　真 新 規 採 用
河 南 桃 生 主 査 事 務 職 員 宇壽山　理　江 みやぎ北上
南 三 陸 主 幹 経営指導員 木　村　拓　栄 本 吉 唐 桑

主 事 事 務 職 員 江　袋　有　葉 新 規 採 用
本 吉 唐 桑 主 事 事 務 職 員 藤　原　未　彩 新 規 採 用
連 合 会 副 参 事 経営指導員 佐　藤　良　一 亘 理 山 元

主 幹 経営指導員 作　間　里　志 東 松 島 市
主任主査 経営指導員 木　村　奎　介 南 三 陸
主 事 経営指導員研修生 池　田　貴　哉 新 規 採 用
主 事 事 務 職 員 髙　橋　　　淳 岩 沼 市

宮城県経済の活力をつくる中小企業・小規模事業者への
経営支援と地域振興に意欲のある方のご応募お待ちしています！

令和8・9年度 商工会等職員採用資格試験

①経営指導員              高校卒業以上34歳未満*/若干名
②経営指導員研修生 大学卒業以上28歳未満*/1名
③事務職員               高校卒業以上39歳未満*/若干名

試 験 日 時

*長期勤続によるキャリア形成のため
*年齢は令和8年4月1日付で令和9年3月卒業見込含む

第１次試験（教養試験・論文試験・適性検査）
令和８年６月６日(土)指定時間にＷＥＢ受験
及び論文メール提出

※第2次・第3次試験(面接試験)の詳細は
合格者に別途お知らせします。

募 集 締 切 令和8年5月1日(金)～6月1日(月)本会受付分

応 募 方 法
応募締切日までに受験申込書､履歴書(写真貼付)､
職務経歴書それぞれ1通を郵送・持参、又は
メールにて本会にお申込みください。

勤 務 地 宮城県内32商工会
又は宮城県商工会連合会

勤務時間

待 遇

8時30分～17時15分（休憩45分）

本会給与規程により支給
各種手当、賞与年2回、昇給年
1回、社会保険他各種福利厚生、
教育研修制度

完全週休2日制(土・日)､祝日､
年次有給休暇､夏季休暇､年末
年始休暇ほか

詳しくは本会ホームページをご覧ください。( https://www.miyagi-fsci.or.jp/ )

宮城県商工会連合会 総務人事部人事研修課
〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-14-2

TEL 022-225-8751宮城県商工振興センター2F

休 日

（詳細については応募者に別途お知らせします。）

受 験 資 格
採 用 職 種
採用予定人数

※詳細な受験資格は本会HPをご確認ください。

【オンライン説明会開催 】
事前予約制！

マイナビ

※マイナビよりご予約下さい
※マイナビ登録が難しい場合
     下記へお問い合わせ下さい
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去
る
二
月
十
九
日
、
江
陽
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
県
下

青
年
部
員
六
十
五
名
の
参
加
の

も
と
商
工
会
青
年
部
員
交
流
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
人
材
育
成
ト
レ
ー

ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

表
現
講
師
・
組
織
活
性
モ
チ

ベ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
仲

野
綾
花
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
人

財
確
保
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
～
人
が
辞
め
な

い
『
働
き
や
す
い
』
職
場
づ
く

り
～
」
と
題
し
た
研
修
会
が
行

わ
れ
た
。

研
修
会
は
、
体
感
型
・
対
話

型
の
「
表
現
力
」
や
「
心
理
学

ス
キ
ル
」
を
取
り
入
れ
た
、
二

人
一
組
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
形
式
で
進
め
ら
れ
、「
相
手

の
話
を
最
後
ま
で
聴
く
」「
相

手
の
言
葉
を
繰
り
返
す
」な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
、
楽
し

く
分
か
り
や
す
く
紹
介
い
た
だ

い
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「『
相

手
に
伝
え
る
こ
と
』『
相
手
の

話
を
聴
く
こ
と
』
の
難
し
さ
を

改
め
て
実
感
し
た
。」
と
の
声

も
あ
り
、
貴
重
な
気
づ
き
が
得

ら
れ
る
研
修
と
な
っ
た
。

続
い
て
、
遠
田
商
工
会
の
中

田
秀
将
副
部
長
よ
り
青
年
部
活

動
事
例
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
他
青
年
部
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
情
報
共
有
が
図
ら
れ
、
研

修
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

去
る
三
月
五
日
、
江
陽
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
宮
城

県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

代
表
二
十
七
名
と
、
県
下
商
工

会
青
年
部
代
表
三
十
六
名
が
参

加
し
、
交
流
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。

本
交
流
研
修
会
は
、
各
地
域

で
活
動
す
る
両
青
年
団
体
が
一

堂
に
会
し
、
交
流
を
深
め
な
が

ら
青
年
部
の
さ
ら
な
る
発
展
と

地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
自
ら
の
企
業
経

営
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

二
十
五
年
度
よ
り
毎
年
度
実
施

さ
れ
て
い
る
。

交
流
会
の
第
一
部
で
は
、
参

加
者
七
～
八
名
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
討
議
が
行
わ
れ
、「
地
域
経

済
を
支
え
る
二
つ
の
組
織
を
知

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
の
年
間
事
業
、
行
政
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
わ
り
、

現
状
の
課
題
や
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

活
発
な
交
流
が
図
ら
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
宮
城
県
商
工

会
議
所
青
年
部
連
合
会
・
齋
藤

徹
直
前
会
長
の
乾
杯
の
発
声
に

よ
り
懇
親
会
が
始
ま
り
、
参
加

者
は
所
属
組
織
で
の
事
業
活
動

や
自
社
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。

最
後
に
、
県
青
連
・
福
田
敬

一
相
談
役
の
中
締
め
に
よ
り
会

は
閉
会
し
、
大
変
実
り
あ
る
交

流
会
と
な
っ
た
。
本
交
流
会
を

通
じ
て
、
両
組
織
の
絆
が
一
層

深
ま
る
と
と
も
に
、
今
後
の
事

業
推
進
や
企
業
経
営
に
活
か
せ

る
有
益
な
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

グループ毎の意見交換の様子
コミュニケーションのポイントを
説明する仲野綾花氏

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

︱
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
員
交
流
懇
談
会
︱

宮
城
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
と
の

交
流
研
修
会
を
実
施

　青 年 部 コ ー ナ ー


